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 以上の研究は HLA ゲノム編集技術により移植細胞の免疫適合性を向上できることを
示す成果であり、今後の iPS細胞の臨床応用の促進に寄与するところが大きい。 
 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 31年 3月 6日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
